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た
ま
ね
ぎ
の
収
穫

�

（
松
山
市
北
条
地
区
）

　

愛
媛
県
内
ほ
ぼ
全
域
で
栽
培
し
て
い
る
た
ま
ね
ぎ
で
す
が
、
と
り

わ
け
松
山
市
北
条
地
区
は
１
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
産
地
で
す
。
花

崗
岩
の
水
は
け
の
よ
い
土
壌
と
瀬
戸
内
海
に
面
し
た
霜そ

う

害が
い

の
な
い
温

暖
少
雨
の
気
候
が
適
し
、
水
田
の
裏
作
と
し
て
、
ま
た
伊
予
柑
の
作

業
時
期
と
重
複
せ
ず
、
キ
ャ
リ
ー
や
貯
蔵
庫
は
伊
予
柑
と
併
用
で
き

る
利
点
も
産
地
化
の
一
助
で
し
た
。

　

昭
和
元
年
に
珍
し
い
野
菜
の
新
興
産
地
と
し
て
た
ま
ね
ぎ
を
作
り

始
め
た
北
条
地
区
。
戦
後
に
進
駐
軍
特
需
や
食
の
洋
風
化
で
生
産
が

拡
大
し
、
昭
和
30
年
代
に
は
生
産
者
自み

ず
から

が
値
を
つ
け
る
画
期
的
取

引
で
価
格
が
安
定
し
、
１
４
５
ha
、
５
、８
０
０
ｔ
を
生
産
す
る
ま

で
成
長
し
ま
し
た
。
以
後
も
国
の
産
地
指
定
や
井
邦
賞
（
現
・
愛
媛

新
聞
賞
）
受
賞
な
ど
不
動
の
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

5
月
下
旬
、
山
崎
久
生
さ
ん
の
15
ａ
の
畑
で
収
穫
が
始
ま
り
ま
し

た
。
山
崎
さ
ん
は
た
ま
ね
ぎ
部
会
を
40
年
間
牽け

ん

引い
ん

し
て
い
る
部
会
長

で
す
。
水
は
け
を
良
く
す
る
た
め
に
溝
の
深
い
畝
作
り
、
雨
天
を
見

越
し
た
数
日
前
の
防
除
な
ど
、
要
所
を
押
さ
え
た
栽
培
で
高
品
質
の

た
ま
ね
ぎ
を
作
っ
て
い
ま
す
。
畑
で
整
然
と
並
ん
で
日
光
浴
を
し
て

い
る
の
は
、
ぎ
ゅ
っ
と
首
の
締
ま
っ
た
、
硬
く
て
ず
っ
し
り
、
甘
く

て
お
い
し
い
た
ま
ね
ぎ
で
す
。
翌
年
４
月
ま
で
腐
敗
な
く
日
持
ち
す

る
こ
と
で
も
定
評
が
あ
り
ま
す
。

　
「
た
ま
ね
ぎ
た
っ
ぷ
り
、
お
肉
ち
ょ
っ
ぴ
り
の
食
事
が
元
気
な
身

体
づ
く
り
の
秘
訣
で
す
」
と
茶
目
っ
気
た
っ
ぷ
り
の
山
崎
さ
ん
。

　

た
ま
ね
ぎ
の
収
穫
は
6
月
中
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

▲�ウグイスがさえずり、たまねぎの匂い
がほのかに漂う立岩川の北に位置する
山崎さんのたまねぎ畑

▲�高品質のたまねぎ。２Ｌサイズ
のもみじ３号

▲�ＪＡえひめ中央のアグリセン
ター敷地内に立つ「北条玉葱の
あゆみ」を記した顕彰碑

▲�山崎さんの日に焼けた笑顔がま
ぶしい
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※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味
を込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。
○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。
○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
https://www.zennoh.or.jp/eh/

JA全農えひめ

■お取り寄せ・JA全農えひめ直販ショップ
　　　https://www.ja-town.com/shop/c/c7201/
　　　※愛媛の旬の農産物と加工品をお届けします！
■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　https://www.zennoh.or.jp/eh/food/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。
◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp
◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://ai-pax.jp/
◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/
◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/
◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp
◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

　まとまった青梅をいただいたら、他の仕事はひ
と休み。さっそく、梅仕事にとりかかりましょ。
砂糖漬や梅シロップ、甘露煮、梅酒、梅ジャムは
いかが？　追熟して黄色く、良い香りを放つよう
になれば梅干しを漬けましょうか。梅の加工品は
胃腸を整えたり、疲労回復にもいい食材。じめじ
めした梅雨の時期、暑い夏にもおススメです。

●表紙：梅
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）
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　Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
令
和
４
年
度

か
ら
「
経
済
事
業
整
備
課
」
を
新
設
し

ま
し
た
。
第
38
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
大
会
で
決

議
さ
れ
た
「
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
愛
媛
農

業
と
地
域
共
生
の
未
来
づ
く
り
～
不
断

の
自
己
改
革
に
よ
る
さ
ら
な
る
進
化
」

の
実
践
に
向
け
、
経
済
事
業
強
化
メ

ニ
ュ
ー
の
提
案
を
通
じ
て
Ｊ
Ａ
の
営
農

経
済
事
業
の
収
支
改
善
に
向
け
た
サ

ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
全
農
各
事
業
部
と
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
域

を
越
え
た
選
果
施
設
、
集
出
荷
施
設
の

広
域
利
用
体
制
の
構
築
を
図
り
、
総
合

物
流
に
よ
る
合
理
化
に
向
け
た
検
討
と

生
産
・
販
売
・
購
買
体
制
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

ＪＡ支援の実施項目（基本メニュー）
①経営・事業課題の見える化と対応方向の提示（課題整理）
②事業課題への具体的な課題解決方法の提示（ソリューション）の両輪ですすめる。

目的

事業改善の取組手法

経営分析 ■成り行きシミュレーションの分析
■場所別部門別の事業分析

■課題認識の事前把握とＪＡ内での共有化
■現行取組事項の見える化・数値化

■業務実態の把握・課題認識の聞き取り

■ＪＡ職員の行動実態、業務の重なりを把握
■改善可能な業務の分析

■業務の重なり、紙、FAX等の手順課題把握
■ＪＡの物流実態の把握・課題の洗い出し

■調査結果に基づくプランの提示

■全農の持つ経済事業強化メニューの提案
　（ＪＡ個別課題・ＪＡ域を超える課題への対応）

■拠点と現地実態の把握
■固定資産の薄価差・減損リスク等の確認全施設巡回

業務量調査

改善提案

役員・職員
ヒアリング

業務手順調査
物流実態調査

改革プランの
提示

事前アンケート

実施目的

改善目標額の明確化

事業運営コストの削減

出向く要員の確保

物財・物流費の抑制

営農指導・販売体制強化の実現

既往の取組課題の共有化

最適な拠点再編の検討

ボトルネックの把握

効率化ポイントの絞込み

システム化・物流合理化の検討

改革グランドデザインの提示

収益力・サービスの向上

農家・組合員サービスの維持・向上

全体課題を可視化することで、あるべき
姿の検討の一助とする

ＪＡ経済事業の強化に向けた
再編整備の取り組みについて

特 集
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愛
媛
農
業
の
現
状
と

２
０
３
０
年
の
予
測

　愛
媛
県
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
２
０
２
０
年
（
令
和
２
年
）
の

基
幹
的
農
業
従
事
者
数
は
28
・
７
千
人

で
平
成
27
年
（
５
年
前
）
か
ら
７
千
強

（
19
・
８
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
、

構
成
年
齢
で
は
65
歳
以
上
の
占
め
る
割

合
は
74
％
と
全
国
平
均
69
・
６
％
よ
り

高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　２
０
３
０
年
の
予
測
値
で
は
基
幹
的

農
業
従
事
者
数
は
28
・
７
千
人
か
ら
19
・

０
千
人
へ
９
・
７
千
人（
33
％
）減
少
し
、

販
売
金
額
１
千
万
円
以
上
の
経
営
体
数

は
１
、２
２
０
人
か
ら
１
、４
６
１
人
、

人
数
シ
ェ
ア
で
９
％
増
加
（
６
％

→
15
％
）
す
る
一
方
、
３
０
０
万
円
未

満
の
経
営
体
数
は
１
４
、６
２
８
人
か

ら
９
、９
５
７
人
、
人
数
シ
ェ
ア
で

25
％
と
大
き
く
減
少
（
人
数
シ
ェ
ア

75
％
→
49
％
）
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
農
家
数
の
減
少
の
一
方
で
法
人
化

や
大
規
模
経
営
体
な
ど
企
業
的
生
産
者

が
増
加
し
、
野
菜
作
を
中
心
に
作
業
委

託
が
増
加
、
農
地
の
宅
地
化
へ
の
転
用

が
一
層
進
展
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
消
費
面
で
は
人
口
減
少
と
と
も
に

高
齢
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、
単
純
な
人

口
減
少
以
上
に
食
料
消
費
は
減
少
し
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
や

女
性
が
現
在
以
上
に
働
く
時
代
と
な

り
、
ま
す
ま
す
販
売
の
多
様
化
が
進
展

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　生
産
基
盤
は
少
数
の
大
規
模
生
産
者

で
構
成
さ
れ
、
販
売
面
は
多
数
の
多
様

な
実
需
者
が
占
め
る
こ
と
と
な
る
中

で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
い
か
に
機

能
を
発
揮
し
事
業
を
展
開
す
る
か
が
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
事
業
整
備
課
の

取
り
組
み

１�

．�

Ｊ
Ａ
支
援
に
よ
る
経
済
事
業

強
化

　今
後
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
支
所
や
営
農

経
済
施
設
の
統
廃
合
が
さ
ら
に
進
み
、

地
域
の
自
治
体
と
連
動
し
た
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
整
備
も
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
生
産
基
盤
の
減
少
に
伴

い
事
業
量
が
減
少
す
る
中
で
、
営
農
指

導
体
制
や
集
出
荷
・
選
果
施
設
の
効
率

性
の
低
下
や
施
設
自
体
の
老
朽
化
な

◆特集：ＪＡ経済事業の強化に向けた再編整備の取り組みについて
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数
の
減
少
の
一
方
で
法
人
化

や
大
規
模
経
営
体
な
ど
企
業
的
生
産
者

が
増
加
し
、
野
菜
作
を
中
心
に
作
業
委

託
が
増
加
、
農
地
の
宅
地
化
へ
の
転
用

が
一
層
進
展
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

ま
た
消
費
面
で
は
人
口
減
少
と
と
も
に

高
齢
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、
単
純
な
人

口
減
少
以
上
に
食
料
消
費
は
減
少
し
ま

す
。
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
や

女
性
が
現
在
以
上
に
働
く
時
代
と
な

り
、
ま
す
ま
す
販
売
の
多
様
化
が
進
展

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　生
産
基
盤
は
少
数
の
大
規
模
生
産
者

で
構
成
さ
れ
、
販
売
面
は
多
数
の
多
様

な
実
需
者
が
占
め
る
こ
と
と
な
る
中

で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
い
か
に
機

能
を
発
揮
し
事
業
を
展
開
す
る
か
が
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

経
済
事
業
整
備
課
の

取
り
組
み

１�

．�

Ｊ
Ａ
支
援
に
よ
る
経
済
事
業

強
化

　今
後
、
県
内
Ｊ
Ａ
で
は
支
所
や
営
農

経
済
施
設
の
統
廃
合
が
さ
ら
に
進
み
、

地
域
の
自
治
体
と
連
動
し
た
サ
ー
ビ
ス

体
制
の
整
備
も
必
要
に
な
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
生
産
基
盤
の
減
少
に
伴

い
事
業
量
が
減
少
す
る
中
で
、
営
農
指

導
体
制
や
集
出
荷
・
選
果
施
設
の
効
率

性
の
低
下
や
施
設
自
体
の
老
朽
化
な

◆特集：ＪＡ経済事業の強化に向けた再編整備の取り組みについて
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ど
、
生
産
基
盤
を
維
持
・
拡
大
す
る
た

め
に
、
ど
の
よ
う
な
施
設
を
設
置
す
る

べ
き
か
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◦�

労
働
力
支
援
、
経
営
相
談
な
ど
生
産

者
に
対
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て

の
対
応
力
強
化

◦�

担
い
手
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
新
規
就

農
者
、
法
人
対
応
の
在
り
方

◦�

販
売
戦
略
に
基
づ
く
生
産
振
興
対
策

や
資
材
、
物
流
対
策
を
ど
の
よ
う
に

構
築
す
る
か

◦
県
内
に
必
要
な
施
設
は
何
か

◦�

広
域
や
共
同
利
用
施
設
を
ど
う
設
置

す
る
か

◦�

小
規
模
で
も
地
域
に
必
要
な
施
設
を

ど
う
設
置
す
る
か

◦�

10
年
後
を
見
据
え
、
愛
媛
農
業
を
ど

の
よ
う
に
維
持
す
る
の
か

な
ど
、「
Ｊ
Ａ
支
援
」
の
取
り
組
み
を

通
じ
、
Ｊ
Ａ
ご
と
に
経
営
分
析
か
ら
課

題
を
洗
い
出
し
、
経
済
事
業
強
化
に
向

け
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
経
営
改
善
を

図
る
取
り
組
み
に
よ
り
、
農
家
・
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
手
取
り
最
大
化

を
目
指
し
ま
す
。

２�

．�

集
出
荷
・
選
果
施
設
の
広
域

利
用
体
制
の
構
築

　米
麦
分
野
で
は
集
荷
・
販
売
機
能
強

化
に
向
け
た
県
域
一
元
集
荷
体
制
の
整

備
の
他
、
保
管
倉
庫
の
設
置
や
既
存
倉

庫
の
統
廃
合
（
新
・
増
設
部
含
む
）、

共
乾
施
設
の
広
域
化
・
統
廃
合
（
新
・

増
設
部
含
む
）
な
ど
広
域
共
同
集
荷
体

制
構
築
に
よ
る
集
荷
事
業
体
制
の
強
化

と
品
種
構
成
の
見
直
し
に
よ
る
生
産
基

盤
の
再
構
築
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　果
実
分
野
で
は
、
令
和
３
年
産
の
温

州
み
か
ん
か
ら
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
南
（
玉
津

共
選
）・
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ（
明
浜
共
選
）

で
広
域
選
果
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　野
菜
分
野
で
は
、
既
に
南
予
地
区
２

Ｊ
Ａ
（
ひ
が
し
う
わ
・
え
ひ
め
南
）
で

Ｊ
Ａ
ひ
が
し
う
わ
野
村
共
選
の
「
き
ゅ

う
り
選
果
施
設
」
共
同
利
用
に
取
り
組

ん
で
お
り
、東
予
地
区
４
Ｊ
Ａ
（
う
ま
・

え
ひ
め
未
来
・
お
ち
い
ま
ば
り
・
周
桑
）

が
参
加
す
る
「
愛
媛
さ
と
い
も
広
域
選

果
場
」
が
稼
働
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

広
域
構
想
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
品
目
ご
と
の
集
出
荷
・
選
果

施
設
の
広
域
化
・
共
同
利
用
体
制
確
立

に
つ
い
て
新
設
・
既
存
施
設
の
有
効
活

用
も
含
め
再
配
置
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
特
に
野
菜
場
面
に
つ
い
て

は
集
荷
量
が
年
々
減
少
し
て
き
て
お

り
、
施
設
運
営
に
つ
い
て
は
共
選
品
目

の
選
定
と
生
産
振
興
対
策
は
重
要
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
．
物
流
改
革
の
取
り
組
み

　Ｊ
Ａ
支
援
に
よ
る
経
済
事
業
強
化
メ

ニ
ュ
ー
を
設
定
す
る
上
で
、
Ｊ
Ａ
の
支

所
再
編
や
店
舗
整
備
・
再
配
置
、
倉
庫

集
約
な
ど
の
構
想
と
連
動
し
た
県
域
物

流
体
制
の
再
構
築
に
よ
る
Ｊ
Ａ
へ
の
物

流
合
理
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　販
売
事
業
に
お
い
て
は
米
穀
、果
実
、

園
芸
等
に
お
け
る
施
設
統
廃
合
や
広
域

利
用
施
設
の
新
設
・
再
配
置
、
集
出
荷

に
係
る
県
域
お
よ
び
管
内
物
流
の
整
備

な
ど
を
図
り
ま
す
。

　購
買
事
業
で
は
特
に
肥
料
農
薬
事
業

で
中
四
国
広
域
物
流
セ
ン
タ
ー
を
核
に

し
た
県
域
配
送
体
制
の
整
備
と
引
取
拠

点
の
再
編
に
向
け
、
配
送
の
効
率
化
と

と
も
に
物
流
シ
ス
テ
ム
の
運
用
拡
大
に

よ
る
県
域
受
注
体
制
の
確
立
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

▲経済事業整備課のメンバー
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ＪＡ支援の具体的なすすめ方（事業別マスタープラン17項目）

生産資材事業における業務効率化の目指す姿

1. 生産振興事業

4. 食糧事業

9. 畜産事業 10. 肥料農薬事業

14. 葬祭事業 15. 施設農住事業

11. 農業機械事業

16. SS事業

12. 段ボール工場 13. 生活事業

17. 電気事業

5. 果実生産 6. 果実販売 7. 園芸生産・販売 8. 直販事業

2. 総合サービス事業 3. TAC事業
分業による持続可能な産地づくりと労働力支援
事業構築
ＪＡ経済事業基盤の維持・拡大に向けた外部労
働力利用による持続可能な生産基盤づくり

広域共同集出荷体制の構
築による集荷事業体制強
化

畜産事業最適化の取り組
みによるＪＡ畜産事業の
基盤強化

県域物流体制再構築及び
推進機能強化による事業
基盤強化

地域に適した農業施設等
産地インフラ整備、再編
への支援

≫店舗再編にあたって、受発注業務の効率化をすすめることが重要。
≫全農の受発注センターシステムを活用することで、受発注業務の効率化および組合員サービスの維持向上を図る。
≫資材店舗における在庫管理についても、全農の新・資材店舗POSシステムを活用し効率化する。

✓組合員・ＪＡ・全農・メーカー間を
WEBでつなぐ受発注システム

✓組合員の生産資材発注の利便性向
上、商品情報提供等の組合員対応強
化による事業利用促進
✓生産資材の受発注業務の効率化

✓購買事業量の確保
✓受発注業務の軽減（内部統制強化）
✓要員配置の重点化（推進体制強化）
✓システム投資コスト削減

エネルギー環境変化を踏ま
えた拠点配置最適化による
SS事業基盤強化

「ＪＡでんき」のJA事業開
始による総合エネルギー
事業への展開

商品提案による県内産農
畜産物の消費拡大強化

包装資材トータルコスト
削減によるＪＡ販売事業
支援

葬祭施行事業の共同化・
広域化による事業基盤強
化支援

重点品目およびオリジナル
品種の高品質生産対策に
よる産地基盤強化

選果場再編による将来を
見据えた施設の検討及び
JA域を越えた広域選果の
推進

園芸生産振興対策と園芸
関連集出荷施設広域利用
化による事業基盤強化

直販事業の強化による生
産振興

農家に寄り添った地域サービスと労働力組み合
わせ事業構築
地域内の労働力組み合わせによる周年雇用体系
の構築及び農家向け管内サービスの充実

担い手への総合判断による農家の事業利用拡
大
生産者ニーズを踏まえた推進体制の再構築によ
るＪＡ事業トータルでのシェア拡大

ＪＡ・県域農機一体運営
方式による事業基盤強化

受発注センターシステムの概要 農家組合員 ＪＡ

受発注センターシステム
物流標準
システム

「農家組合員・ＪＡ間の受発注機能」

受発注情報の流れ

WEB入力

出向く受注

電話受注

予約注文書

店舗・窓口

※農薬担い手直送WEB:①②⑥⑦の機能を具備

全農
メーカー
取引先

想定される効果

ＪＡ事業への貢献

①組合員からの
　受注機能

②モバイル
　受注機能

③コールセンター
　機能

④OCR機能

⑤カタログ機能

受発注センターシステム
「ＪＡ・全農間の受発注機能」

WEB入力 WEB受注 WEB受注WEB入力

WEB受注
戸配送機能

ＪＡ配送機能

⑥ＪＡのWEB注文機能 ⑦全農のWEB発注機能

※商品情報
管理機能

※商品情報
管理機能

◆特集：ＪＡ経済事業の強化に向けた再編整備の取り組みについて
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②�

　応
募
用
紙
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
全

農
え
ひ
め
・
リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
・
各
テ

レ
ビ
局
・
愛
媛
新
聞
社
・
各
大
学
・
専

門
学
校
の
受
付
等
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

③�

　Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
か
ん
大
使
募
集
」
ペ
ー
ジ
お
よ
び

携
帯
サ
イ
ト
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

※
応
募
書
類
・
写
真
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

①�

　令
和
４
年
６
月
10
日
（
金
）
～
７
月

20
日
（
水
）（
当
日
消
印
有
効
）

審
査
方
法

①

　事
前
審
査
（
書
類
審
査
）

　
　７
月
25
日
（
月
）

②

　最
終
審
査
（
面
接
審
査
）

　

�

　８
月
８
日
（
月
）、
リ
ジ
ェ
ー
ル
松

山
で
面
接
審
査
を
行
い
、４
人
を
選
考
。

　

�

　Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、
愛
媛
県
果
樹
同

志
会
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
審
査
し

ま
す
。

任
命
式
（
８
月
22
日
（
月
））

　関
係
者
に
よ
る
任
命
式
を
行
い
、
マ
ス

コ
ミ
に
発
表
し
ま
す
。

副
賞
な
ら
び
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

①

　愛
媛
み
か
ん
大
使
（
４
人
）

　
　委
嘱
料
20
万
円
を
進
呈
し
ま
す
。

②

　最
終
審
査
出
席
者
全
員

ね
っ
と
わ
ー
く

ね
っ
と
わ
ー
く

THE
愛
媛
県
産
か
ん
き
つ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
く

２
０
２
２
愛
媛
み
か
ん
大
使
を
募
集

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

「
果
樹
王
国
え
ひ
め
」
の

み
か
ん
・
伊
予
柑
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
は
じ
め
愛

媛
県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
く
『
２
０
２
２
愛
媛
み
か
ん
大

使
』
４
人
を
募
集
し
ま
す
。
み
か
ん
大
使

に
よ
る
消
費
宣
伝
活
動
は
昭
和
34
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
回
が
64
回
目

（
64
代
目
）
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格

①�

　愛
媛
県
内
在
住
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
は
除
く
）
の
元
気
で
明
る
く
好
感
の

持
て
る
方
。

②�
　モ
デ
ル
な
ど
特
定
の
会
社
や
団
体
等

と
専
属
契
約
し
て
い
な
い
方
で
、
他
の

コ
ン
テ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
て
い
な
い
方
。

③�

　愛
媛
県
産
果
実
の
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
に
必
ず
参
加
で
き
、

明
朗
・
快
活
で
表
現
力
豊
か
な
方
。

④�

　勤
務
先
・
学
校
等
の
理
解
と
協
力
が

得
ら
れ
、
愛
媛
み
か
ん
大
使
と
し
て
年

間
活
動
で
き
る
方
。

⑤�

　Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
果
実
の
Ｐ
Ｒ
を

発
信
で
き
る
方
。

応
募
方
法

①�

　所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
既
存
の
履

歴
書
等
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

サ
ー
ビ
ス
判
程
度
の
上
半
身
の
写
真
を

添
え
て
、応
募
先
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

　

�

　書
類
審
査
に
合
格
し
最
終
審
査
に
出

席
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
交
通
費
と
愛

媛
の
柑
橘
ジ
ュ
ー
ス
を
進
呈
。

『
愛
媛
み
か
ん
大
使
』
の
活
動

①

　任

　期

　

�

　令
和
４
年
９
月
～
令
和
５
年
８
月
末

②

　活
動
内
容
（
年
間
30
日
程
度
）

　

�

　全
国
各
地
で
の
消
費
宣
伝
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
テ
レ
ビ
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
出

演
、店
頭
で
の
販
促
活
動
等
へ
の
参
加
、

S
N
S
を
活
用
し
た
情
報
発
信
等
（
日

当
・
交
通
費
・
制
服
一
式
を
支
給
）。

　
【
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

◦

　11
月
（
み
か
ん
）

◦

　２
月
（
伊
予
柑
）

◦�

　４
月

　「オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
関
連
イ

ベ
ン
ト
他
予
定

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
考
慮

し
、活
動
内
容
は
適
宜
判
断
い
た
し
ま
す
。

果実課
▶
２
０
２
１
愛
媛
み
か
ん
大
使
の
皆
さ
ん

〒790－8555
松山市南堀端町２番地３
ＪＡ全農えひめ果実課
　愛媛みかん大使募集係
　　☎089－948－5765

【ホームページアドレス】
https://www.zennoh.or.jp/eh/

応募先・問い合わせ

愛媛県産かんきつの魅力をPRしてみませんか？
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づ
く
り
と
Ｐ
Ｒ
活
動
、
生
活
改
善
・
健
康

管
理
の
推
進
、
農
政
活
動
の
推
進
、
組
織

活
動
・
教
育
活
動
の
推
進
、
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
支
援
な
ど
を
掲
げ
ま
し
た
。

　ま
た
、
愛
媛
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー
の

井
上
久
雄
セ
ン
タ
ー
長
が
、「
柑
橘
の
高

品
質
生
産
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講
演
を

行
い
、
果
樹
の
基
礎
生
理
を
踏
ま
え
な
が

ら
か
ん
き
つ
の
高
品
質
安
定
生
産
技
術
に

つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

　大
会
宣
言
で
は
、
将
来
に
夢
と
展
望
を

も
っ
て
経
営
に
専
念
で
き
、
次
代
の
後
継

者
に
安
心
し
て
経
営
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で

き
る
果
樹
産
業
を
目
指
し
て
、
最
大
限
の

　今
大
会
は
、
感
染
症
対
策
の
た
め
同
志

会
会
員
は
各
産
地
か
ら
リ
モ
ー
ト
で
参

加
。
大
会
で
は
、
え
ひ
め
み
か
ん
ま
つ
り

等
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
表
彰
、
令
和
３

年
活
動
報
告
や
情
勢
報
告
の
ほ
か
、
大
会

宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　活
動
基
本
方
針
で
は
、
か
ん
き
つ
・
落

葉
果
樹
生
産
対
策
、
安
全
・
安
心
な
果
実

体
制
の
確
立
、
生
産
基
盤
の
整
備
・
経
営

改
善
、
消
費
者
交
流
に
よ
る
売
れ
る
商
品

　県
内
果
樹
生
産
者
で
組
織
す
る
愛
媛
県

果
樹
同
志
会
は
、
３
月
24
日
、
松
山
市
の

リ
ジ
ェ
ー
ル
松
山
８
階
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー

ル
で
「
令
和
３
年
度
愛
媛
県
果
樹
同
志
会

大
会
」
を
開
き
、
令
和
４
年
度
の
活
動
方

針
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。

自
助
努
力
を
発
揮
し
、

一�

、
今
こ
そ
初
心
に
！

　取
り
組
む
高
品

質
安
定
生
産
！

二�

、
需
要
を
満
た
す
信
用
と
信
頼
の
築
き

と
気
付
き

三�

、
次
世
代
へ
つ
な
ぐ
農
業
遺
産
を
守
ろ

う
四
、
安
全
安
心
な
愛
媛
の
み
か
ん
作
り
を

の
４
つ
の
事
項
に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言

し
て
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

※�

え
ひ
め
み
か
ん
祭
り
果
実
・
ほ
場
コ
ン

ク
ー
ル
の
主
な
入
賞
者
は
前
号
ま
で
に

紹
介
し
て
い
る
た
め
省
略
し
ま
す
。

優勝旗を受け取るえひめみかん祭りほ場コンクール農林水産大臣賞の
矢野啓一さん

産地からリモートで活動内容の報告などを行った

えひめみかん祭り果実コンクール農林水産大臣賞の玉井真吾さん

令
和
３
年
度
愛
媛
県
果
樹
同
志
会
大
会

愛
あ
る
柑
橘
王
国
再
建
記

7
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■プロフィール■
版画家。ロン版画工房主宰。松山市在住。
1968年12月27日、福岡県生まれ。血液型は０型。中学生まで福
岡で過ごし、高校時代を松山で送る。1987年、京都の嵯峨美術短
期大学（現　嵯峨美術短期大学部）版画科へ進学。卒業後は公募展
に出品、個展やグループ展を数多く開催し、精力的に活動を続けて
いる。抒情詩的な作風が魅力。趣味は、家庭菜園、ゲーム実況を
YouTubeでみること。
1998年「わたくし美術館賞」、2001年「日本童画大賞（イルフ童
画館）優秀賞」、2007年版画フォーラム（東秩父村和紙の里）喜
楽賞」受賞。2020年「詩画集　つるさんはまるまるむし」を出版。
2021年秋の県展（第70回記念秋季県展）「70周年記念会員賞」受
賞、2022年秋季県展出品予定。2022年10月、
ギャラリー３ta２（松山市高井町）にて個展開催
＆木版画カレンダー販売予定。版画教室（月１回）
開催中。

友
人
に
土
地
を
借
り
た

葛笹ヨ
モ
ギ

ス
ギ
ナ

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

何
年
も
放
置
さ
れ
た
元
畑
は

草
た
ち
が
元
気
に
伸
び
放
題

私
は
こ
こ
を
ま
た
畑
に
す
べ
く

と
ん
び
鍬
と
い
う

開
墾
用
の
鍬
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
購
入
し

開
墾
開
始

葛
は
大
き
な
根
を
張
り

山
芋
の
よ
う
な
根
っ
こ
に
な
っ
て
い
た

笹
や
ヨ
モ
ギ
は
根
っ
こ
を
と
ん
び
鍬
で

断
ち
切
っ
て
掘
り
出
し
た

友
人
の
力
も
借
り
て

数
日
で
開
墾
終
了

カ
ボ
チ
ャ

ス
イ
カ

エ
ダ
マ
メ

プ
チ
ト
マ
ト

ナ
ス
な
ど
を
植
え
て
い
っ
た

今
度
は
カ
ボ
チ
ャ
と
ス
イ
カ
の
つ
る
が

畑
中
を
の
び
る
の
び
る

夏
に
な
っ
て

あ
っ
こ
こ
に
ス
イ
カ

そ
こ
に
も
ス
イ
カ

葉
っ
ぱ
を
め
く
る
と
ス
イ
カ

も
う
食
べ
き
れ
な
い

お
裾
分
け
に
奔
走
し
た

カ
ボ
チ
ャ
も
ゴ
ロ
ゴ
ロ
な
っ
て
い
る

エ
ダ
マ
メ
も
朝
イ
チ
で
収
穫
し
た
の
を

茹
で
て
食
べ
た

大
き
な
ザ
ル
い
っ
ぱ
い

ペ
ロ
リ
と
た
い
ら
げ
て
し
ま
っ
た

プ
チ
ト
マ
ト
も
ナ
ス
も
た
く
さ
ん
な
っ
た

HIROMI　SUMIDA

ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木

スミダヒロミ
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綿
も
植
え
て
み
た

洋
綿
と
和
綿
を
植
え
て
違
い
を
楽
し
ん
だ

綿
摘
み
は
楽
し
か
っ
た
け
れ
ど

種
取
り
に
苦
戦
し
た

種
取
り
機
を
購
入
し
て
試
し
て
み
た
が

壊
れ
て
い
た
の
か

使
い
物
に
な
ら
な
か
っ
た

綿
を
紡
い
で
糸
も
作
っ
て
み
た

ハ
ー
ブ
も
数
種
類
植
え
た

中
で
も
ミ
ン
ト
は

び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
増
え
て

ミ
ン
ト
の
壁
み
た
い
に
な
っ
た

鎌
で
刈
っ
て
お
風
呂
に
入
れ
て

入
浴
剤
が
わ
り
に
し
て
み
た

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
も
大
き
く
な
っ
て

花
を
咲
か
せ
た

残
念
だ
っ
た
の
は

楽
し
み
に
し
て
い
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が

も
う
収
穫
と
い
う
と
こ
ろ
で

獣
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
事

数
年
し
て
畑
は
返
し
て
し
ま
っ
た

そ
の
頃
実
家
の
庭
で

父
が
ブ
ン
ド
ウ
マ
メ
を
育
て
て
い
た

そ
れ
が
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
み
た
い
に

大
き
く
な
っ
て

採
り
き
れ
な
い
ほ
ど
実
が
な
っ
た

私
は
大
き
な
脚
立
に
乗
っ
て
豆
を
収
穫
し
た

採
っ
て
も
採
っ
て
も

ま
だ
実
が
あ
る

父
の
ブ
ン
ド
ウ
マ
メ
は
毎
年

ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
み
た
い
に

大
き
く
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
た

近
所
で
も
有
名
だ
っ
た

い
つ
か
私
も
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
を

育
て
て
み
た
い

▲タイトル：星のアコーディオン
「いろんな生き物が集まってきています」

▲「天気がいいので屋外で撮ってみました」
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令
和
４
年
度
　
全
農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
愛
媛
県
予
選

少
年
少
女
が
全
国
大
会
め
ざ
し
熱
戦
！

 

オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
ク
が
当
た
る

㈱
え
ひ
め
飲
料
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
抽
選
会

　
５
月
８
日
に
、
今
治
市
営
中
央
で
全

農
杯
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
の
県
予

選
会
が
開
か
れ
、
少
年
少
女
83
人
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
同
大
会
は
、
県
卓
球
協
会
が
主
催
す

る
小
学
生
対
象
の
大
会
で
は
最
大
規
模

を
誇
り
ま
す
。
男
女
別
に
小
学
６
年
生

以
下
の
ホ
ー
プ
ス
の
部
、
４
年
生
以
下

の
カ
ブ
の
部
、
２
年
生
以
下
の
バ
ン
ビ

の
部
の
３
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、
予
選

リ
ー
グ
と
決
勝
リ
ー
グ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
女
各
ク
ラ
ス
２
位
以
上
の
選
手

12
人
が
、
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　
男
子
ホ
ー
プ
ス
の
部
で
優
勝
し
た
武

田
大
雅
さ
ん
（
レ
イ
ン
ボ
ー
）
は
、
三

度
目
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
、「
全

国
大
会
で
は
必
ず
一
勝
し
ま
す
」
と
力

強
く
話
し
ま
し
た
。
女
子
ホ
ー
プ
ス
の

部
で
優
勝
し
た
水
ノ
江
美
帆
さ
ん

（Shiba Taku
）
も
、「
全
国
大
会
で

は
ベ
ス
ト
８
以
上
を
め
ざ
し
た
い
」
と

三
度
目
の
全
国
大
会
に
向
け
て
意
気
込

み
を
み
せ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
参
加
賞
の
ほ

か
、
入
賞
選
手
に
副
賞
と
し
て
「
ふ
れ

愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
や
「
え
ひ
め
１
０
０

み
か
ん
い
よ
か
ん
混
合
」
ジ
ュ
ー
ス
、

ひ
め
ラ
イ
ス
「
愛
媛
県
産
に
こ
ま
る
」

な
ど
を
贈
り
ま
し
た
。

　
㈱
え
ひ
め
飲
料
は
、
４
月
27
日
に
、

松
山
市
安
城
寺
町
の
本
社
で
、
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
３
５
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
×

12
本
（
ラ
ベ
ル
レ
ス
）
と
オ
リ
ジ
ナ
ル

エ
コ
バ
ッ
グ
大
・
小
（
各
１
枚
）
が
当

た
る
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー
ス
エ
コ
バ
ッ
グ
プ

レ
ゼ
ン
ト
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
抽
選
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
道
上
久
司
社
長
ら

が
、
２
１
、６
６
０
通
の
応
募
ハ
ガ
キ

の
中
か
ら
当
選
者
５
０
０
人
を
選
び
ま

し
た
。

　
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
発
売
以
来
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
け
る
「
ポ
ン
ジ
ュ
ー

ス
」
の
拡
販
を
め
ざ
し
、
令
和
４
年
１

月
１
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
実
施
し
ま

し
た
。

　
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら
応

募
が
あ
り
、
同
社
で
は
「
毎
回
、
全
国

各
地
か
ら
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
感

謝
し
ま
す
。
昔
か
ら
の
フ
ァ
ン
だ
け
で

な
く
、
若
い
方
向
け
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
展
開
し
た
い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し

た
。

　
応
募
ハ
ガ
キ
に
は
、「
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
お
い
し
く
て
お
や
つ
に
ピ
ッ
タ
リ
で

す
。」「
特
別
な
時
に
は
必
ず
ポ
ン

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
い
ま
す
。」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
選
者
に
は
、
５
月
中
旬
か
ら
賞
品

が
発
送
さ
れ
ま
し
た
。

ホープス、カブ、バンビの部で優勝した皆さん

抽選を行う道上社長（左から2番目）ら
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
で
松
山

市
に
訪
れ
た
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
対
し
、
愛
媛

県
産
の
清
見
と
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　
４
月
13
日
、
試
合
前
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
寄
贈
式
で
は
、
関
岡
光
昭
県
本
部
長
が

同
球
団
の
川
端
慎
吾
選
手
に
清
見
10
箱
×
10
㎏
、
伊

予
牛
「
絹
の
味
」
黒
毛
和
牛
５
㎏
の
目
録
を
贈
呈
。

川
端
選
手
は
、「
愛
媛
の
か
ん
き
つ
、
特
に
紅
ま
ど

ん
な
が
大
好
き
。清
見
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」

と
笑
顔
で
感
謝
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　「
み
か
ん
電
車
」
の
通
年
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　「
み
か
ん
電
車
」
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
期
間
限
定
で
実
施
し

て
い
た
も
の
。
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
柑
橘
一
色
に

飾
り
付
け
た
イ
ベ
ン
ト
電
車
を
見
た
人
か
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
え
、
㈱
伊
予
鉄
グ
ル
ー
プ
が
通
年
運
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
㈱
伊
予
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、
４

月
27
日
、
松
山
市
の
和
泉
保
育
園
の
園
児
ら
30
名
を

招
待
し
て
貸
し
切
り
列
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
招
待

さ
れ
た
園
児
ら
は
、
松
山
市
の
古
町
駅
で
、
み
き
ゃ

ん
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
「
み
か
ん
電
車
」
に
乗
車
。

車
内
で
は
み
か
ん

の
吊
り
革
や
柑
橘

の
ポ
ス
タ
ー
を
見

た
り
、
愛
媛
い
よ

か
ん
大
使
の
小
川

真
夢
さ
ん
が
出
題

す
る
ク
イ
ズ
に
答

え
た
り
し
な
が

ら
、
道
後
温
泉
駅

ま
で
約
30
分
の
旅

を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
愛
媛
発
祥
の
「
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
を
盛
り
上
げ
て
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
愛

媛
県
産
か
ん
き
つ
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
松
山
市
内
等
で
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
続
く
カ
ッ
プ
ル
の
記
念

日
と
し
て
、
２
０
０
９
年
に
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
日

本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
９
日
、
松
山
市
大
街
道
ア
ー
ケ
ー
ド
で
サ
ン

プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使

ら
が
、
先
着
８
０
０
人
に
愛
媛
県
産
清
見
を
手
渡
し

ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
13
日
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
た

ヤ
ク
ル
ト
‐
広
島
戦

で
は
、
球
団
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ツ
バ
ク
ロ
ー

に
ち
な
み
、先
着
２
、

８
９
６
人
に
愛
媛
県

産
清
見
を
配
布
し
ま

し
た
。

 

4
月
１４
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

カ
ッ
プ
ル
の
記
念
日
に

愛
媛
県
産
清
見
は
い
か
が
？

 

愛
媛
県
産
清
見
と
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
を
寄
贈

よ
う
こ
そ

ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
！

 

松
山
の
新
名
物
！

「
み
か
ん
電
車
」
通
年
運
行
開
始

みかんクイズで盛り上がる園児たち
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
プ
ロ
野
球
公
式
戦
で
松
山

市
に
訪
れ
た
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
対
し
、
愛
媛

県
産
の
清
見
と
伊
予
牛
「
絹
の
味
」
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　
４
月
13
日
、
試
合
前
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
た
寄
贈
式
で
は
、
関
岡
光
昭
県
本
部
長
が

同
球
団
の
川
端
慎
吾
選
手
に
清
見
10
箱
×
10
㎏
、
伊

予
牛
「
絹
の
味
」
黒
毛
和
牛
５
㎏
の
目
録
を
贈
呈
。

川
端
選
手
は
、「
愛
媛
の
か
ん
き
つ
、
特
に
紅
ま
ど

ん
な
が
大
好
き
。清
見
も
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
す
」

と
笑
顔
で
感
謝
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　「
み
か
ん
電
車
」
の
通
年
運
行
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　「
み
か
ん
電
車
」
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
期
間
限
定
で
実
施
し

て
い
た
も
の
。
ニ
ュ
ー
ス
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
柑
橘
一
色
に

飾
り
付
け
た
イ
ベ
ン
ト
電
車
を
見
た
人
か
ら
の
リ
ク

エ
ス
ト
に
応
え
、
㈱
伊
予
鉄
グ
ル
ー
プ
が
通
年
運
行

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
記
念
し
て
、
㈱
伊
予
鉄
グ
ル
ー
プ
は
、
４

月
27
日
、
松
山
市
の
和
泉
保
育
園
の
園
児
ら
30
名
を

招
待
し
て
貸
し
切
り
列
車
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
招
待

さ
れ
た
園
児
ら
は
、
松
山
市
の
古
町
駅
で
、
み
き
ゃ

ん
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
「
み
か
ん
電
車
」
に
乗
車
。

車
内
で
は
み
か
ん

の
吊
り
革
や
柑
橘

の
ポ
ス
タ
ー
を
見

た
り
、
愛
媛
い
よ

か
ん
大
使
の
小
川

真
夢
さ
ん
が
出
題

す
る
ク
イ
ズ
に
答

え
た
り
し
な
が

ら
、
道
後
温
泉
駅

ま
で
約
30
分
の
旅

を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、
愛
媛
発
祥
の
「
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
」
を
盛
り
上
げ
て
、
生
産
量
日
本
一
を
誇
る
愛

媛
県
産
か
ん
き
つ
の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
よ

う
と
、
松
山
市
内
等
で
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
バ
レ
ン
タ
イ

ン
デ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
続
く
カ
ッ
プ
ル
の
記
念

日
と
し
て
、
２
０
０
９
年
に
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
が
日

本
記
念
日
協
会
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
９
日
、
松
山
市
大
街
道
ア
ー
ケ
ー
ド
で
サ
ン

プ
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使

ら
が
、
先
着
８
０
０
人
に
愛
媛
県
産
清
見
を
手
渡
し

ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
13
日
に
坊
っ
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ

ア
ム
で
開
催
さ
れ
た

ヤ
ク
ル
ト
‐
広
島
戦

で
は
、
球
団
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ツ
バ
ク
ロ
ー

に
ち
な
み
、先
着
２
、

８
９
６
人
に
愛
媛
県

産
清
見
を
配
布
し
ま

し
た
。
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今月の
クイズ

2022年愛媛みかん大使を募集中です。愛媛みかん
大使は、今年で何代目になるでしょうか？

「○代目」

発　表
「あぐり～ど」８-９月号で発表します。

応募方法
折り込みハガキにクイズの答えと本誌に対する
ご意見・感想などをお書き添えの上、ご郵送く
ださい。

締切り
2022年７月15日（当日消印有効）

Ｒ Ｅ Ａ Ｄ Ｅ Ｒ Ｓ 通 信

編 集 後 記
　初めまして！今月号から「あ
ぐり～ど」の編集担当となりま
した菅彩恵です。今年４月から
ＪＡ全農えひめ県本部で働く
ことになりました。３月までは
学生でしたので、社会人になっ
たばかりで右往左往している
ところです。そんな中、「あぐ
り～ど」編集担当になれたこと
を嬉しく思います。皆様にわか
りやすく、楽しく読んでいただ
けるような「あぐり～ど」制作
に努めます。引き続き、ご支援・
ご協力の程、よろしくお願いし
ます。
� （彩恵）

プレゼント
クイズに正解した方の中から
抽選で、図書カード1,000円
分を10名様にさしあげます。

　　農の風景を読んで。西条市に住んで
いながら、デルフィニウムを栽培して
いることを初めて知りました。熱心に
日々研究を重ねデルフィニウムを咲か
せすごいと思います。私も庭いっぱい
の草花を趣味で作って楽しんでいま
す。� （西条市・高橋千代美さん）

編私の母が花好きで、生け花を毎週変えて

います。寺田さんに頂いたデルフィニウ

ムを母に渡して大喜びでした。父は芝生

や木の手入れに大忙しです。わたしも手

伝いをして家の中も外も華やかにしたい

と思います！

　　ねっとわーくを読んで。年々たくさ
んの種類のジュースがでてきて迷いま
す。昨年、試しに注文したせとかゼリー
がおいしかったので今年は2ケース注
文しました。孫たちも喜んで飲んでい
ました。

� （八幡浜市・PN：コハチさん）
編本当にたくさんの種類がありますよね。

私は暑くなってきたので、夏バテ防止の

ために「塩と愛媛の夏かんきつ」で塩分

をおいしく補給したいと思います！

　　ねっとわーくを読んで。私自身小さ
な頃からポンジュースが好きでよく飲
んでいましたが、私の子供たちが大き
くなっても我が家ではいつもポン
ジュースが家にあり、みんなでおいし
く飲んでいます。
� （松前町：田中克也さん）
編ポンジュースは老若男女問わず大人気で

すよね。愛媛と言えばポンジュース！こ

れからもぜひご愛飲ください！

　　「山瀬理恵子のアス飯」楽しみに聞
いています。健康オタクなので食の大
切さのトーク・レシピ等いいですね。
食材を知ることも勉強になり笑顔にな
れます。

� （伊方町：山本貴一さん）
編健康について考えることは大切ですよね。

山瀬さんが考案するレシピは手軽なもの

が多いので、料理が苦手な私も挑戦して

みようと思います！

　　今月の素材「乾しいたけ」の記事が
とても勉強になりました。娘がしいた
け大好物なのでぜひ作ってみたいで
す。

� （松山市：松浦加奈さん）
編乾しいたけレシピいかがでしたか？乾しい

たけは和食のイメージがありますが、今回

はスペインやイタリアの料理にアレンジし

てもらいました。香りとうま味豊かな食材

なので、ぜひチャレンジしてみてくださ

い！

　　NOW�NOW�COOKINGを読んで。
ビタミンＤの豊富な乾しいたけ、カル
シウムをたくさんとってもビタミンＤ
が足りなければ十分吸収されないよう
です。骨粗しょう症を気にしているの
で今月の素材乾しいたけメニューに感
謝です。
� （今治市・PN：Ａ・Ｔさん）
編様々な種類の栄養を取って、お体にお気

を付けください。私も健康的な体を目指

し、野菜をしっかり食べようと思います！

当選者発表
４-５月号の答えは「アス飯」でした。
たくさんのお便りありがとうございま
した。
厳正な抽選の結果、次の10人の方に
図書カード1,000円分をお送りします。

寺尾　智美さん（四国中央市）
津島美智子さん（西条市）
福田りつ子さん（上島町）
越智　修三さん（今治市）
白石　義広さん（今治市）
松本美智子さん（松山市）
道休　正人さん（松山市）
楠　　裕子さん（松山市）
亀田　　均さん（伊予市）
有田さちよさん（宿毛市）

↓ Zの 0％
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きゅうりタルタルのカナッペ仕立て

〈作り方〉
①	きゅうりは板ずりして水洗いし、３～４ヶ
所ピーラーで皮をむき、縦1／４に切る。

②	レタスとカイワレは食べやすく切る。
③	生春巻きの皮に①と②、鯛、生ハムをの
せて巻き、食べやすく一口大に切る。

④	マヨネーズともろみ味噌を合わせたもの
と、ゴマ油に岩塩を加えたものを添え、
好みでディップする。

きゅうりと豆乳のババロア
〈材料・４個分〉　　※１個あたり約158kcal

きゅうり	 ２本
豆乳	 200㏄
生クリーム	 100㏄
砂糖	 10ｇ
板ゼラチン	 10ｇ

きゅうりとハムの生春巻き風
〈材料・４人分〉　　※１人あたり約67kcal

卵	 ２個
きゅうり	 1／2本
生クリーム	 10g
マヨネーズ	 40ｇ
塩	 適量
レモン汁	 適量
黒コショウ	 適量
セルフィーユ	 適量
クラッカー	 ８枚

指導／愛媛調理製菓専門学校　山崎　翔 先生

▲

�

（
左
前
・
右
後
）
き
ゅ
う
り
と
豆
乳
の
バ
バ
ロ
ア
、（
右
前
）
き
ゅ
う
り
と
ハ
ム
の

生
春
巻
き
風
、（
左
後
）
き
ゅ
う
り
タ
ル
タ
ル
の
カ
ナ
ッ
ペ
仕
立
て

〈作り方〉
①	きゅうりの皮と種を取り除きミキサーにか
け、ピューレにする。

②	豆乳を温め、水でふやかしたゼラチンを入
れて溶かし、粗熱を取る。

③	生クリームに砂糖を加え、６～７分立てに
なるまで泡立てる。

④	①と②を合わせ、③を数回に分けて加え、
さっくりと混ぜ合わせて器に流し入れ、冷
蔵庫で冷やし固める。

⑤	１～２時間後に冷蔵庫から取り出し、飾り
のきゅうり（分量外）をのせ、完成。

※前菜に、またアイス添えなど、さっぱりスイー
ツにもおすすめ。

〈作り方〉
①	かためのゆで卵を作り、粗みじん切りにす
る。

②	きゅうりは板ずりし、水で洗い、５㎜程度
の角切りにする。

③	ボウルに①、②、マヨネーズと生クリーム
を入れてよく混ぜ、塩とレモン汁で味をと
とのえる。

④	クラッカーに③のタルタルをのせ、好みで
黒コショウ、セルフィーユをちらし、完成。

※きゅうりを和えたらその日中にお召し上がり
を！

※③のタルタルはフライのソースなどにも応用
可。

〈材料・４人分〉　　※１個あたり約219kcal
きゅうり	 　　1／2本
生ハム	 　　４枚
サニーレタス	 　　２枚
カイワレ大根	 　　１束
生春巻きの皮（ライスペーパー）４枚
鯛（刺身用）	 　　８切れ
マヨネーズ	 　　30ｇ
もろみ味噌	 　　10ｇ
ゴマ油	 　　適量
岩塩	 　　適量

水分豊富で、シャキッと食感
食せば、カラダもクールダウン

今月の素材

きゅうり
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